普通 五六 十本の 薪が あれば、 完全に 焼ける ことに 

なって いるが、 もう 予定の 薪 は 焚いて しまっても 焼け 

ない ので、 隠坊 はがまん しきれ なくなって、 傍に あつ 

てかぎ 

た 漁師 用の 手 鍵 を 執って 死体の 腹へ 打ち こんだ。 と、 

大きな 音が し て 腹が 裂ける と ともに、 その 中から 大き 

な 蛸が 出て 来たが、 それが 猛烈な 勢いで 達磨の 新 公に 

飛び かかるな リ、 真黒い 毒 どくし い 墨をぱ つと 吐いた。 

墨 は 新 公の 顔から 胸の あたり を 真黒に した。 

新 公 は 悶絶した。 それと 見て 人び と は 隠坊に 加勢し 

て、 蛸 を 撲殺し、 更 めて 薪 を 加えて 蛸 も いっしょに 焼 

いたが、 今 S はすぐ 焼けて しまった。 



身した 海産 問屋 の 公子 も、 多少 水泳 の 心得が あ つたの 

で これ も 沈めないで 体が 浮いた。 そして、 浮いた ひよ 

うしに 見る と、 来が 小舟 を 目が けて 泳いで いるので、 

火の ように 憤って 追つ かけて 往 つた。 すると 新 公と 来 

は、 舟 板 を 執って 男の 顔と 云わず 頭と 云わず、 さんざ 

ん に撲リ つけて 沈めた と 云う のであった。 (伊藤 晴雨 

氏談) 
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